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〔抄　録〕
英国と米国は，しばしば自由貿易を志向する「海洋帝国」であると位置づけられること
が多い。しかしながら両国の帝国の様相には，実は大きな違い―具体的には，英国は広大
な植民地も保持していた「大陸帝国」（公式帝国）でもあったのに対し，米国は基本的には
植民地を持たず，「海洋帝国」（非公式帝国）に徹しているという違い―も存在している。
この違いが生まれる理由について、本稿では、社会には本源的な三つの社会関係（「上下
関係」，「遠心的関係」，「求心的関係」）があるという方法論的関係主義の立場から、独自の
分析枠組を構築し説明を試みた。具体的には，英米両国とも「遠心的関係」の典型である市
場の拡大を行いつつも，「求心的関係」たるナショナリズムをも動員して「帝国」を形成・
維持してきたという点では共通していると考える。しかし同時に，本稿では，英国に「大陸
帝国」の側面も存在している理由として，英国の支配層は土地を支配することに社会的威
信を感じるという文化を保持しており、それゆえ帝国化に際して「市場の領域的な囲い込
み」という弁証法的融合をはかり，植民地帝国を築くことになったと結論づけた。それに
対して，米国では，社会内部の「上下関係」は一円の領域にではなく企業内部の「経営者－
従業員」の関係に吸収されたため，結果として市場の拡大を目指す「非公式帝国」に徹する
ことができたと結論づけた。
